
住まいの断熱化で、血圧上昇を抑えて健康に!
断熱性アップで高血圧を予防

冷暖房費が
お得

血圧の急激な変化によるヒートショックなど
の健康被害を防止するためには、

高性能な省エネ住宅は、新築時や改修時の工事費（イニシャルコスト）が高くなりますが、
冷暖房費（ランニングコスト）が安くなるのでお得に！！
住宅の断熱性能にあった適切な性能の空調機を選択することで、空調更新時の費用も抑えられます。

メリット2

長期に住むなら「ふくいエコはぴねす住宅」が断然経済的!メリット3

「ふくいエコはぴねす住宅」なら
省エネ効果大！

福井の気候特性・すまい

メリット1

「ふくいエコはぴねす住宅」

●冬季の室温を一定に保つ（低温の室をなくす）
●部屋と部屋の温度差を少なく
することが効果的です。

気密性アップ・計画換気でアレルギーを予防
窓や壁の結露で発生するカビ等によ
るアレルギーを防止するためには、
●外気の湿度に左右されにくく
●計画的に換気
●適切に除加湿
することが効果的です。

国の調査で、 
「室温が低いと
血圧が高くなる」
ことが明らかに!

結露

隙間が多く冷暖房や
除加湿の効率が悪い

カビが発生

気密性の低い家

隙間が少ないので
風の通り道が定まり

冷暖房や除加湿が効率的

気密性の高い家

出典：（一社）日本サステナブル建築協会

工事費用差額と冷暖房費の比較 ［福井市（省エネ地域区分6地域）121㎡の住宅のコストシミュレーション］コスト

断熱性能

建築工事
費用差額

14万円 9万円
6年 10年

プラス 85万円プラス20万円
年間
冷暖房費

回収年数

ZEH水準
［等級5］

福井県独自基準
［等級6、C値1.0］

※住宅の規模や建設地（気候条件）によって結果がかわります。（他の地域のシミュレーション結果は県HPで公開予定です）
※建築工事費用差額：国の省エネ基準からの断熱費性能UP費、気密施工工事費の合計
※回収年数：建築工事費用差額を冷暖房費減分で回収できる年数

快適・健康・経済的！

比較 UA 0.87
国の基準 福井の基準

断熱性能は外気温の影響を軽減し夏冬の冷暖房機器の効率をよくする

気密性が高いと、断熱性能をより高めてくれる

結露対策は福井の気候には必須！夏も冬も湿気を壁の中に入れない

C値

防露

UA 0.46

C値 1.0

結露判定

ー

ー

室内は少ないエネルギーで
冬暖かく、
夏涼しい。

3つのメリット！

家の中が
暖かくなると、
薄着で過ごせて
動きやすくなるね

室温が下がると
血圧が上がり、
高齢になるほど
影響が大きいね

冷暖房費が
安くなると、

これからの家計が
楽になるね

福井県は年間の平均湿度の高さが常に上位で、冬季は北西の季節風により
曇りや雪の日が多く気温が低くなります。また、冬季はヒートショックが主な
原因と考えられる浴室内での不慮の死亡事故が多く発生しています。
これは住まいの断熱性能の低さが原因のひとつです。

福井県独自基準【等級6】
（UA0.46、C値1.0）

福井県独自基準【等級6】
（UA0.46、C値1.0）

国省エネ基準【等級4】
（UA0.87）

国省エネ基準【等級4】
（UA0.87）

※冬季（外気温-3℃）、暖房設定温度22℃の時の独自のシミュレーション結果
※冷暖房エネルギー削減率は国省エネ基準との比較
※冬季（外気温-3℃）、暖房設定温度22℃の時の独自のシミュレーション結果
※冷暖房エネルギー削減率は国省エネ基準との比較
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建築工事差額＋冷暖房 比較表（35年間合計）

■建築工事費用差額＋金利　■空調機更新費用　■冷暖房費

国省エネ基準 ZEH水準

140万円
お得

264万円
お得

福井県独自基準
0
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［百万円］

国省エネ
基準住宅

約17万円/年間
に比べ8万円
お得！

国省エネ
基準住宅

約17万円/年間
に比べ8万円
お得！

ふくいエコはぴねす住宅

ふくいエコはぴねす
住宅のススメ！

国は2050年、カーボンニュートラルを目指すとしています。
福井県では、住宅の脱炭素化を推進するため、『ふくいエコはぴねす住宅』基準を策定しました。
〝快適・健康・経済的〟の3つのメリットを効果的に得られる
福井の省エネ住宅モデルです。

快適・健康・経済的！

ご存知ですか？

屋根・外壁・窓などの
高断熱・高気密化で
住まいの温度ムラを軽減。
家中どこでも快適に！

高効率エアコン・給湯器・照明を
導入して省エネに。
太陽光＆蓄電池でさらに
住まいのエネルギーを賢く使う！

住宅で

省エネ＆健康!
2つのポイント

暖かい部屋で
集中できる♪
暖かい部屋で
集中できる♪

温度・湿度が
快適だから

活動しやすいね！

温度・湿度が
快適だから

活動しやすいね！

トイレや洗面所
お風呂場が
寒くない！

トイレや洗面所
お風呂場が
寒くない！

●2025年4月から、すべての新築住宅「省エネ基準適合」が
義務付けられます。国の省エネ基準では、福井市などは降雪
のない比較的温暖な東京や大阪と同じ地域区分に区分さ
れていることをご存じですか？
●福井県では、福井県の降雪時の低気温や年間を通した湿
度の高さといった気候特性を踏まえ、住宅に関する独自の
省エネ基準「ふくいエコはぴねす住宅」基準を策定しました。

｜お問合せ｜福井県土木部建築住宅課　TEL.0776-20-0505　mkenjyu@pref.fukui.lg.jp

※UA値：外皮を介して住宅全体の熱がどれくらい逃げやすいかを示す数値です。UA値が小さいほど熱が逃げにくく、「断
熱性能の高い住宅」であるということになります。 ※C値：住宅全体にどれくらい隙間があるか、気密性能を表す数値です。
C値が小さいほど隙間が少なく、「気密性の高い住宅」ということになります。

ふくいエコはぴねす住宅
独自基準

今までより
光熱費が安く
なって経済的！

今までより
光熱費が安く
なって経済的！

省エネ性能が健康にも
関係しているんだ。
この子たちのためにも
福井県の気候にあった
家を建てたいね。

省エネ性能が健康にも
関係しているんだ。
この子たちのためにも
福井県の気候にあった
家を建てたいね。

従来の基準
（省エネ基準不適合）

今の省エネ住宅
（省エネ基準）
UA値0.87

2025年の最低ライン
2030年の最低ライン

2030年までには最低ラインが引き上げられます

これからの
福井県の独自基準

ZEH水準の
省エネ住宅
UA値0.6

UA値0.46
C値1.0

防露性能確保

ふくいエコはぴねす住宅



2025年義務化基準（等級4）

▼断熱性能基準（福井市の場合）
UA値 0.87［W/m2・K］以下 UA値 0.46［W/m²・K］以下

C値 1.0
［cm²/m²］以下

【 その他の項目 】 
●気密性能の定量的基準なし
●結露判定の義務なし
●局所冷暖房が前提　　など

※2030年までに等級5へ引上げ予定

独自基準項目

●事業者認証制度（認証事業者は県HPで公開）
●大工等技能者・事業者向け施工講習会
●省エネ施工マニュアルの策定
●省エネ改修事例集
●省エネ改修体感見学会

既存住宅の省エネ改修パターン
全体改修

断熱性能 新築と同じ（UA≦0.46） 県が示す仕様例（UA値≦0.46）により改修
⇒計算による算出も可

気流止めを設置新築と同じ（C≦1.0）

新築と同じ
（結露判定実施） 適切な防露措置を行う

気密性能

防露性能

ゾーン改修 部分改修
1

C

2

1
3

LEDLEDB B

高効率
給湯器

B

A 太陽光発電設備の
導入検討

断熱性能

気密性能2

防露性能の確保3 年間を通した温度の高さに

断熱性能の効果発揮のために

外気温の影響を低減するために
さらなる“脱炭素”で

“健康・快適”な住宅のために

11cm × 11cm

121m²の住宅

隙間

UA値：

C　値：

断熱性能を示す指標。住宅の内部から床、外壁、屋根(天井)や開口部などを通過して
外部へ逃げる熱量を外皮全体で平均した値で、値が小さいほど熱が逃げにくく断熱性能が高い。
気密性能を表す指標。建物全体の隙間面積/延床面積。

3つの独自基準と設計上のポイント
「ふくいエコはぴねす住宅」（新築・既存改修）快適・健康・経済的！

❶ 新築 ❷ 新築プラスα ❸ 既存改修

既存住宅改修の設計上のポイント

新築住宅の設計上のポイント

❹ 既存改修プラスα

体感温度にムラ
13～17℃

浴室など
7℃

太陽光発電設備 A
夏

冬

普及に向けた取り組み

耐震性“無”⇒耐震改修工事を実施

●事業者は立地条件、周辺環境等を考慮した
上で、太陽光発電設備を設置希望（将来的
な設置の可能性も含めて）の場合、設計時
に太陽光発電設備の荷重、屋根向き、落雪
場所などを計画

B

C

高効率設備機器の採用
●照明設備：LED照明設備
●給湯設備：高効率給湯器（エコキュートなど）
●換気設備：高効率機器（第3種又は第1種
　熱交換型）
●HEMS（高度エネルギーマネジメントシステ
　ム）による家電制御および電気の見える化

夏の日射遮蔽、
冬の日射取得に考慮

D 住宅の適切な
維持管理計画の実施

●住宅の機能維持には所有者自身による適
　切な維持管理が重要
●事業者は所有者に適切な維持管理、効率
　的な設備機器の運転方法等をしっかりと
　説明！

窓から入った日射熱で室内に熱がこ
もらないようしっかりと日射しを遮る
⇒庇や樹木、シェードなど建物外部で
　遮ることが有効！
暖かい冬の日射しを室内に十分に取り
入れ、その熱を利用して家中を暖める
⇒自然のエネルギー（太陽光）を有効
　活用！

冬

夏

既存住宅の省エネ改修工事をするにあたり、以下のポイントについても確認！

▲

耐震性のない住宅は、省エネ改修にあわせて耐震改修工事を実施

機械換気（24時間換気）設備の導入と適切な暖房機器の使用▲

気流止めにより隙間からの漏気が減る。
　⇒結露リスクと空気質低下をかけるため、換気・空調計画の実施

著しい劣化部分の補修工事▲

改修する部分（室）について、 外壁材の著しいひび割れなど※が見られた場合、 
　補修工事を同時に実施
※断熱性能の大幅な低下を招き、かつ、雨水の侵入などを通じて居住環境そのものを
　大きく低下するおそれのあるもの

●機械換気（24時間換気）設備がない場合は導入
●石油ストーブやファンヒーターは一酸化炭素濃度上昇などのリスクがあり使用しない！

熱的境界の開口部の断熱強化対策▲

階段や吹抜等の熱的境界※の開口部はロールスクリーンの設置等により断熱
　強化対策を実施 
　※（ゾー ン改修・部分改修における）省エネ改修部分内と改修部分外の境界

国が定める基準は、
福井は東京、大阪と同じ！？
福井の気候特性を
考慮した基準に！

●ゾーン改修：
●部分改修：

夏は太陽光を
軒や庇で遮り
涼しくします

植物で日陰を
つくります

夏は太陽光を
軒や庇で遮り
涼しくします

植物で日陰を
つくります

冬は太陽光を
室内に取り込み
暖かくします

広葉樹は落葉し
日射しを
遮りません

冬は太陽光を
室内に取り込み
暖かくします

広葉樹は落葉し
日射しを
遮りません

廊下を含めた居間や寝室、浴室・脱衣室など普段生活する一体的な生活空間のみを改修をすることです。
ヒートショック対策のために浴室・脱衣室のみを改修するなど、特定の室のみを改修することです。結露判定により冬型内部結露、夏型内部結露が

発生しないことの確認

｜お問合せ｜福井県土木部建築住宅課　TEL.0776-20-0505　mkenjyu@pref.fukui.lg.jp
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内

■壁内結露判定表

外
部

石こうボード 断熱材
防湿気密シート

透湿気密
シート

室内側（25℃） 外気側（0℃）

壁
内

境界面温度
露点温度

結露する
可能性は
極めて低い

離れているほど
結露しにくい

GOOD
通気層
外壁材

ふくいエコはぴねす住宅


